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弘化 4年（1847）３月 24日午後 10時頃発生した善 

光寺地震で、水内郡下駒沢村（長野市下駒沢）でも、 

甚大な被害が発生しました。6月になって中野代官所 

へ出された報告書によれば、居宅 74軒中全壊 69軒、 

半壊２軒、全壊土蔵 9軒、全壊物置・雪隠 64ヵ所、 

村民 372人中即死 29人、けが人 2人でした。そのほ 

かに正沢寺の本堂・庫裏、庚申堂が全壊、諏訪明神が 

半壊するなど、地震の破壊力はすさまじいものでした。 

 5月に村が作成した災害絵図(写真①)をみると、浅 

川と新田川の合流付近から流れ出した石砂が居村の住 

宅を呑み込んで北へ向かって流れ下ったことがわかり 

ます。 

 翌年 2月、村は中野代官所へ願書（写真②）を提出 

   

水内郡下駒沢村の善光寺地震の被害 

しています。それによると、大地震で浅川水源地の 

山々が崩れ、沢から石砂がおびただしく流れ出まし 

た。そのため浅川の川床は上昇し、新田川の合流地 

点西側の中駒沢にあったため池も大きく変わってし 

まいました。   

自力でため池を元通りにすることはもはや不可能 

なので、浅川の東側の荒地へため池を新たにつくり、 

ため池の跡地は畑として開墾したい、と願い出たの 

でした。 

 今年は善光寺地震から 170 年目。地震で大きな被害 

が発生した地域には、現在は住宅が建ち並んでいます。 

何時発生するか予測することが難しい災害に対して、 

日頃から様々な準備や訓練が必要とされています。 

写真① 弘化４年５月 

地震による被害の絵図 

下駒沢村（古 148-2-12） 

 

写真② 弘化 5年 2月 

乍恐以書付御願奉申上候（高木清左 

衛門中野役所宛下駒沢村百姓代吉 

兵衛他 地震により石砂押出し溜池 

差支のため浅川東への移転願） 

（古 148-1-401） 

地震の規模をあらわ

すマグニチュードが

7.4の地震だったと推

定されています。 



 

 

         

公文書館の資料はひっぱりダコ？! 
        

公文書館所蔵の古い写真や文書は、テレビや書籍にたび 

たび使われています。時には、東京のテレビ局が来ること 

もあります。「提供」というテロップを見かけたら注意し 

てみてください。9 月からは市立博物館に 

「伝田家文書」の一部を貸出します。 

                 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

                          

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野市公文書館便り第 31号            平成 29年 7月 7日 

長野市公文書館 
所 在 地 長野市箱清水一丁目３－８ 長野市城山分室内(〒380-0801） 
電 話 ０２６－２３２－８０５０  Ｆ Ａ Ｘ ０２６－２３２－８０５１ 
Ｈ Ｐ http://www.city.nagano.nagano.jp/naganoarchives/ 

又は  長野市公文書館 で検索 

E - m a i l shomu-9@city.nagano.lg.jp 

開館時間 午前９時～午後５時（閲覧申込みは午後４時３０分まで） 

休 館 日 土曜日・国民の祝日に関する法律に規定する休日 
年末年始（12月29日～1月 3日） 

 

こんなときにはご相談ください。 

☆古い土蔵などを取り壊すので、古文書や古い

写真等の所蔵資料を寄贈・寄託したい。 

☆所蔵資料の保存・活用を図り、後世に伝えたい。 

【公開資料】 

 ・「稲田区有文書」（古文書 12 点）、「篠原幸夫文書」 

 （古文書 46 点）、「豊野町役場 3」（旧役場文書 994 点） 

 ・図書目録を更新しました。 

【活動記録】 

 ・4/13 篠ノ井地区五明区誌編纂委員、公文書館見学 

・5/8.9 長野市非現用文書 119 箱を移管 

・6/8.9 全国公文書館長会議、館長出席 

・6/21 古文書同好会、公文書館見学 

・6/22 長野県史料保存活用連絡協議会、館長・専門 

主事出席 

出席 

  

              長野市は、今年市 

               制 120周年を迎えま 

               した。それを記念し

て 4 月 24 日から長

野市役所１階でパ

ネル展を開催しま

した。 

 パネル作成では、当 

館所蔵の資料を数多く 

使用し、長野市の歩み 

を伝えました。2 週間 

のパネル展には多くの 

方が訪れました。           

長野市制 120 周年記念パネル展開催 

↓
信
州
松
本
城
主
水
野
隼
人
正
源
忠
直 

←
信
州
河
中
嶋
城
主
真
田
伊
豆
守 

渋(

滋)

野
信
房
（
幸
道
） 

 
 
 

今回は「南部図書館文書」か

ら『各藩馬印
う ま じ る し

』（古 116-2-1013）を紹介します。馬印と

は、大将の馬側に立てて所在を示すもので、この本では、

全国 54 藩の馬印が手描きで色鮮やかに華やかに描かれ

ています。描いた年次は正確には分かりませんが、江戸

時代 4代将軍家綱の頃と思われます。北は陸奥国から南

は薩摩国まで載って 

います。 

その中から、私た

ちに馴染み深い松

代城主の馬印と松

本城主の馬印を紹

介しました。 

どちらも勇ましさ

が、伝わってきます。 

 
 

『市誌研究ながの』24号 好評発売中！！ 
 

  

 

 

松代が生んだ近代演劇の先駆者・松井須 

磨子に関する講演の収録や、近世以前の鐘鋳 

堰の開発、松代藩における「夫役」、善光寺 

手水屋等に関する論文・研究ノートなどを掲 

載しています。ご希望の方は、当館までお問 

合わせください。  

♢Ａ4版・198頁・頒布価格：1.500円（税込） 

 「公文書館バックヤード見学ツアー」 

普段なかなか見ることのできない公文書館の書庫や作業場が

ご覧いただけます。公民館や老人福祉センター、学校等 5人以

上の団体でお申し込みください。まずはお電話ください。 


